
タブレット型端末持ち帰り関係フローチャート

　･･･　各家庭で処理すべきこと
　･･･　学校で処理すべきこと
　･･･　教育総務課で処理すべきこと

①貸出し申請・貸出し許可について

学校より貸出申請書（様式第1号）を家庭に配布。

各家庭で様式第１号の必要事項を記載し、学校に提出。※記載例１参照

学校は各家庭から提出された申請書等の記載に漏れがないか等を確認後、様式
第１号に申請者一覧表（紙及びデータ）を添えて教育総務課へ提出。

学校から提出された様式第１号の記載内容を確認。

記載内容に不備なし 記載内容に不備・確認すべき点あり

家庭の連絡先に確認

貸出決定ｏｒ却下を決定し、様式２を作成（学校から提出された申請者データを差し
込み・必要事項の記載・市長印を押印）※却下の場合は、その理由を記載

様式第１号のコピー及び様式第２号を学校に送付
※モバイルルータの貸出希望者がいる場合は機器も併せて送付

学校から各家庭に様式第2号を送付。様式第1号のコピーは学校で保管。

注意事項
・申請者一覧表のデータには学校名・学年・クラス・児童生徒氏名・保護者氏名・連
絡先を含むこと。
・申請は学校単位で行うこと。
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②貸出機器の破損・紛失について

家庭等でタブレット型端末及び周辺機器を破損もしくは紛失。

児童・生徒が自分の所属する学校の担任教師へ報告。
※機器破損の場合、当該機器を学校へ返却。

学校は生徒から報告された内容を教育総務課へ連絡。
※機器破損の場合は、当該機器を教育総務課へ送付。

教育総務課は学校から受けた連絡に応
じて、対処開始。

機器を紛失・破損した児童・生徒には注
意・指導を行ったうえで代替機を貸与。

機器の紛失等 機器の破損等

本体・モバイルルータの場
合

周辺機器の場合
（ACアダプタ等）

納入業者に修理発注（見積徴収）

購入時価格（単価）を各家
庭に請求。

保護者で同等品を購入し
使用するよう連絡。※１

有償対応 無償対応

市へ弁償 同等品を購入 修理費用を各家庭に請求

修理完了後、学校へ機器を送付

児童・生徒へ修理完了した機器の再貸与及び代替機
の回収。

児童・生徒は代替機を継続して使用することになる。
本体の紛失は追加購入の早急な対応が難しいので、
保管・管理には十分注意するよう指導する。

※１　保護者が自身で購入すべき物品の品名・型番・金額・
　　　取扱業者等については、教育総務課から連絡。


